
𝑃 ൌ 𝑆 cos𝜃 𝑄 ൌ 𝑆 sin𝜃

𝜃 ൌ tanିଵ
𝑄
𝑃 

𝜃[rad]

虚軸 Im

実軸 Re

𝑆ሶ ൌ 𝑃 ൅ 𝑗𝑄
𝑆 ൌ 𝑉𝐼

𝑄

𝑃

[W] [var]

[rad]

交流電⼒（４） −電⼒（フェーザ）

有効電⼒[W]：𝑃

無効率：sin𝜃

無効電⼒[var]：𝑄

⼒率：cos𝜃

ൌ 𝑍𝐼ଶ

ൌ 𝑅𝐼ଶ

ൌ 𝑋𝐼ଶ

𝑆 ൌ 𝑆ሶ ൌ 𝑃ଶ ൅ 𝑄ଶ ൌ 𝑉𝐼

複素電⼒： 𝑆ሶ ൌ 𝑉ሶ 𝐼ሶ ̅ ൌ 𝑉ሶത𝐼ሶ ൌ 𝑃 ൅ 𝑗𝑄

※複素電⼒を、複素数で計算する場合、電流⼜は電圧フェーザを共役複素数とする

⽪相電⼒[VA]：

ൌ 𝑉𝐼 cos𝜃
ൌ 𝑉𝐼 sin𝜃

複素電⼒： 𝑆ሶ ൌ 𝑃 ൅ 𝑗𝑄

ൌ 𝑉𝐼 cos𝜃

ൌ 𝑉𝐼 sin𝜃

ൌ
𝑃
𝑆 ൌ

𝑃
𝑃ଶ ൅ 𝑄ଶ

ൌ
𝑄
𝑆 ൌ

𝑄
𝑃ଶ ൅ 𝑄ଶ

𝑍ሶ：インピーダンス 𝑍ሶ ൌ 𝑅 ൅ 𝑗𝑋 𝑅 ：抵抗[Ω] 𝑋 ：リアクタンス[Ω]𝑍ሶ ൌ 𝑍 ൌ 𝑅ଶ ൅ 𝑋ଶ [Ω]

ൌ 𝑉𝐼 cos𝜃 ൅ 𝑗 sin 𝜃

オイラーの公式 𝑒௝ఏ ൌ cos𝜃 ൅ 𝑗 sin 𝜃

𝑉ሶ

𝐼ሶ

𝑍ሶ

ൌ 𝑉𝐼𝑒௝ఏ



𝑉ሶ ൌ 4 ൅ 𝑗3 ൌ 5∠𝜃௏

𝑉ሶ
𝐼ሶ𝑆ሶ ൌ 𝑉ሶ 𝐼ሶ ൌ 4 ൅ 𝑗3 6 ൅ 𝑗8 𝑅 ൌ 0.48ሾΩሿ

𝑋 ൌ 0.14ሾΩሿ

𝐼ሶ ൌ 10[A]

𝜃௏

虚軸 Im

実軸 Re

𝐼ሶ ൌ 6 ൅ 𝑗8

𝜃ூ

𝑉ሶ ൌ 4 ൅ 𝑗3

𝜃ூ െ 𝜃 ௏

𝑉ሶ ൌ 5[A]

𝑃 ൌ 𝑅𝐼ଶ ൌ 0.48 ൈ 10ଶ ൌ 48[W]

𝑍ሶ ൌ 0.48 െ 𝑗0.14
𝑍ሶ ൌ 0.5[Ω]

𝐼ሶ ൌ 6 ൅ 𝑗8 ൌ 10∠𝜃ூ

 𝑄 ൌ 𝑋𝐼ଶ ൌ 0.14 ൈ 10ଶ ൌ 14[var]

𝑆ሶ ൌ 𝑉ሶ 𝐼ሶ ̅ ൌ 4 ൅ 𝑗3 6 െ 𝑗8

ൌ 24 ൅ 𝑗32 ൅ 𝑗18 െ 24 ൌ   0  ൅   𝑗  50

ൌ 24 െ 𝑗32 ൅ 𝑗18 ൅ 24 ൌ   48  െ   𝑗  14

𝑆ሶ ൌ 𝑉ሶത𝐼ሶ ൌ 4 െ 𝑗3 6 ൅ 𝑗8

ൌ 24 ൅ 𝑗32 െ 𝑗18 ൅ 24 ൌ   48 ൅   𝑗  14

𝑃 𝑄

𝑃 𝑄

𝑃 𝑄

誤り

※𝑆ሶ ൌ 𝑉ሶ 𝐼ሶ ：誤り

※進み無効電⼒

■

※𝑆ሶ ൌ 𝑉ሶ 𝐼ሶ ̅ ：正しい

※𝑆ሶ ൌ 𝑉ሶത𝐼ሶ ：正しい

■

■

交流電⼒（５） −電⼒（フェーザ）計算例

最もよく使われる
（遅れ無効電⼒が正、進み無効電⼒が負）

（遅れ無効電⼒が負、進み無効電⼒が正）



𝛿

𝑉ሶ ൌ 𝑉𝑒  ௝ ఏାఋ

𝜃

交流電⼒（５） 𝑉ሶ 𝐼ሶ、̅𝑉ሶത𝐼ሶ で変わる無効電⼒の正負符号

𝐼ሶ ൌ 𝐼𝑒௝ఋ

有効電⼒[W]：𝑃
無効電⼒[var]：𝑄

ൌ 𝑉𝐼 cos𝜃
ൌ 𝑉𝐼 sin𝜃

複素電⼒： 𝑆ሶ ൌ 𝑃 ൅ 𝑗𝑄 ൌ 𝑉𝐼 cos𝜃 ൅ 𝑗 sin 𝜃 ൌ 𝑉𝐼𝑒௝ఏ

𝑆ሶ＝𝑉ሶ 𝐼ሶでは、𝑉ሶ 𝐼ሶ ൌ 𝑉𝑒  ௝ ఏାఋ · 𝐼𝑒௝ఋ ൌ 𝑉𝐼𝑒  ௝ ఏାଶఋ となってしまう。

𝑆ሶ ൌ 𝑉ሶ 𝐼ሶ ̅とすれば、𝑉ሶ 𝐼ሶ ̅ ൌ 𝑉𝑒  ௝ ఏାఋ · 𝐼𝑒ି௝ఋ ൌ 𝑉𝐼𝑒௝ఏ

左図において

ൌ 𝑉𝐼 cos𝜃 ൅ 𝑗 sin 𝜃

遅れ電流

※遅れ無効電⼒が正となる。
𝑆ሶ ൌ 𝑉ሶത𝐼ሶ  とすれば、𝑉ሶത𝐼ሶ ൌ 𝑉𝑒  ௝ ିఏିఋ · 𝐼𝑒௝ఋ ൌ 𝑉𝐼𝑒ି௝ఏ

𝑉ሶと𝐼ሶの位相差は𝜃なので、𝑉ሶにも𝐼ሶにもかかる𝛿は消えて欲しい。
このため、𝑉ሶ、𝐼ሶいずれかを共役複素数とすることを考える。

𝜃
𝑉ሶ

𝐼ሶ遅れ電流

ൌ 𝑉𝐼 cos𝜃 െ 𝑗 sin 𝜃 ※遅れ無効電⼒が負となる。

𝜃 𝑉ሶ
𝜃

𝑉ሶത

𝐼ሶ ̅とすると𝑄 ൌ 𝑉𝐼 sin 𝜃は正
(遅れ無効電⼒が正)

𝑉ሶ 𝐼ሶ ̅𝑉ሶを基準ベクトルにとり
遅れ電流𝐼ሶにして

𝐼ሶ ̅

𝐼 ሶ

𝑉ሶത𝐼ሶ 

█𝑉ሶ 𝐼ሶ、̅𝑉ሶത𝐼ሶ で変わる無効電⼒の正負符号の直観的な判断⽅法

𝑄

𝑄

𝑉ሶത  とすると𝑄 ൌ 𝑉𝐼 sin𝜃は負
(遅れ無効電⼒が負)

：付録

基準ベクトルは
共役複素数にしても
変わらない。




